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【公表番号】特表2009-535036(P2009-535036A)
【公表日】平成21年10月1日(2009.10.1)
【年通号数】公開・登録公報2009-039
【出願番号】特願2009-507945(P2009-507945)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｑ   1/68     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｑ   1/68    ＺＮＡＡ

【手続補正書】
【提出日】平成22年4月19日(2010.4.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２６】
　ある態様において、該方法は、対象におけるＨＣＶ感染と関係する遺伝子発現の第一レ
ベルを第一時点で決定する工程（例えば、第一時点は、抗ＨＣＶ治療剤（例えば、ＨＣＶ
プロテアーゼ阻害剤、例えば、ＶＸ－９５０）の投与開始の約１、２、３、４または５日
前または投与中である。）；対象における遺伝子発現の第二レベルを第一時点後の第二時
点で決定する工程、好ましくは第二時点が、抗ＨＣＶ治療剤の投与開始後である（例えば
第二時点は、第一時点後の少なくとも１、２、３、４、５またはそれ以上の日後であるか
、または、抗ＨＣＶ治療剤の投与開始の７、８、９、１０、１１、１２、１３、１４また
はそれ以上の日後である。）；そして、第一および第二レベルの遺伝子発現を比較する工
程を含み、ここで、第一および第二時点での遺伝子発現の維持レベル（例えば、該レベル
が、約６０％、約５０％、約４０％、約３０％、約２０％、約１０％、約５％、約２％、
または約１％未満相違する。）が、処置剤の有効性を示す。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２２８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２２８】
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【表１０】

【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２３０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２３０】
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【表１６】

【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２３３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２３３】
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【表２５】
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